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平成27年 分

書

1政 治 団 体 の 名 称

ぎ し

義 志
ガい

の 会

(そ の1)

2主 たる事務所の所在地

3代 表 者 の 氏 名

〒243・0014神奈川県厚木市旭町1・事与17。5r

活 動 区 城 の 区 分

4会 計 責 任 者 の 氏 名

事 務 担 当者 の 氏 名

連 絡 先

(電 話 番 号)

口全国(2都 道府県以上) 騨 際 川県内

山本 善 一

■暉甲 重

資金管理団体の指定の有無

議]
※以下 指定 「有」の場倉のみ紀入

公 職の種類佐々木 由

大野 美之
、

(現 職 ・ 候補者等)

03一 3ケ09
一

ク241

資金管理団体の届出

をした者の氏名

「L

,

ノ

*こ の部分は何 も記入 しないで くだ さい。

*

団 体 コ ー ド 受理台帳番号 受 付 者 区 分 処哩
政 党

ミ州 髄6ほ レ

σ
猛

可 岬

国会議員関係政治団体の区分

口政治資金規正法第19条 の7

第1項 第1号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

囲倣 治資金規正法第19条 の7

第1項 第2号 に 係 る

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体

公職讐雛
介

公職の種類

衆きあ幌 識 憂

(㊥ ・候儲 等)

n

娠報告対象年の途中で資金管理団体の指 燕報告対象年の途巾で国会議員関係政治団

定 ・敢消をした場合のみ龍入、 体の指定 ・取消をした場合のみ記入、



収 支 の 状 況
(その2)

1収 支の総括表

ア 収 入 総 額(ア)十(イ) → 01
1億 百万

タ 9「 ケ z
円

ノ

(ア)前 年 か ら の 繰 越 額 「
02

タ 9 タ 0 9
(イ)本 年 の 収 入 額]　 03 / z

イ 支 出 総 額 04 4 8 6 0 0

ウ 翌 年 へ の 繰 越 額(ア ーイ) 05 2 乃 /

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 06
Il甘 百万 干 円

0

員 数(党 費又は会費を納入した人の数) 07
人

0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 08
1便 百万 丁 円

0

(う ち 特 定 寄 附) 09 0

(イ)法人その他の団体からの寄附 10 o

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 11 0

小 計(ア)+(イ)+(ウ) : 12 o

(寄附の うち寄附の あっせ んによ るもの)
一 13 o

イ 政 党 匿 名 寄 附 甲 14 o

合 計(ア+イ) → 15 0



(その6)

(6)そ の他 の収入

摘 要 金 額
司

備 考

Ol

1・値 i」丁万 r 11

02

03

04

05

06

07

08

09

¶

10

11

12

こ の べ 同 ジ の 小 計 0

F

注11件10万 円以上の収入は個別 に記載 し、10万 円未満 の

収入 は一括 して記載 して くだ さい。

2こ の用紙が2枚 以上 にわた る揚合 、「1件10万 円未満 の

もの」欄及び 「合計」欄は、最終ペー ジにのみ記入 してく

だ さい。

3収 入 の基因 となった事実ご とに、年月 日順 に記載 して

くだ さい。

1件10万 円 未 満 の も の

一

1 z

合 計 / z



(その13)

3支 出項目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

うち本部又は支部に対 して

供与した交付金に係る支出

ア

経

常

経

費

1人 件 費 Ol
1`囮 百万 T

'
1偲 百万 T 円

2光 熱 水 費 02 0

3備 品 ・ 消 耗 品 費 03 4 3 z

4事 務 所 費 04 z 乃 0 3 £

ノ」、 言卜(1十2+3+4) 一 05 z z 9 6 艇

イ

政

治

活

動

費

5組 織 活 動 費 06 乃 ム / 3 6

6選 挙 関 係 費 07 o

7獣 臨 憲 錦((1)・(2)・(3)・ω) 08 0

(1)機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 ■ 09 0

(2)宣 伝 事 業 費 ■ 10 0

(3)政 治資 金 パ ー テ ィー 開催 事 業 費
■ ll 0

(4)そ の 他 の 事 業 費 ■ 12 0

8調 査 研 究 費 13 0

9寄 附 ・ 交 付 金 14 0

10そ の 他 の 経 ・費 15 0

ノ」、 言卜(5+6+7+8+9+五 〇) 一 16 z ゐ ! 3 る

合 計(ア 十 イ) , 17 存 8 6 0 0 注 本部又は支部に対 して供与 した交付金に係る支閏が
ある揚合は、(その16)の内訳が必要です



(そ の14)

(2)経 常経費(人 件 費 を除 く。)の 内訳

項 目 別 区 分

(右 の いずれか をOで 囲む1

支 出 の 目 的

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

金 額 年月 日

百万

● ●

■ 幽

支出を受けた省の氏名(団

体にあっては、その名称)

光熱水費 ・
・ 事務所費

このページの小計

その他の支出

合 計

支出を受けた者の住所(団 体にあ
っては、主たる事務所の所在地)

備 考

4

4

3

3

0
注1項 目別区分は、一 ・
:1轍驚嚢藩義諺縣 灘1饗
にのみ記入 して くだ さい。



国会議員関係政治団体及び資金管理団体のみ
(そのM)

一一 一 一 一一一 一

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳
項 目 別 区 分

(右 の いずれ か を0で 囲む)

一"一

光熱水費 ・欄 肖繍 く㊥

支 出 の 目 的 金 額 年月 同
支川を受けた者の氏察1(団

体にあっては、そσ)名称)

支出を受けた者の住所(団体にあ
っては、主たる事務所の所在地) 備 考

01 政遣殿 監査報釧
1便 亡「万

/

「

9 8
円

5`8 ユ7'7'!7 椀 ロ 涛一郎 鯨 都穿野[己新井2矧 一1

02
● ●

03 o●

04 ● ■

一

05 ● ■

幽

06 ● ●

07
-

● ●

08 ■ ■

'

09 ■ ■

10
曜

● ●

11
● ■

12
暉 ●

このページの小計
ノ 9 夕ダ8

注1項 目別 区分は、 「光熱7k費 ・備 品 ・消粧品費 ・事 務所萱」の いずれか 存0で 囲み 、

それぞれ別の用紙を使用 してください。
21件(数 回にわたってなされたときは、その合計額が)・5万円以上の(国 会議員関係

政治団体は1刀 円を超える)支 出はすぺて個別に記載 し、5万 円未満(国 会議員関

係政治団体は1万 円以下)の 支出は「その他の支出」に一括 して記載 してください。
3こ の用紙が2枚 以上にわたる場合、「その他の支出」欄及び「合計」欄は、最終ページ

にのみ記入 してください、

その他の支出 又 4 7 タ

合 計 :乙 z 0 3 2



馬

●

(そ の15)

一

(3)政 治 活 動 費 の 内 訳

墳 目 別 区 分 (下のい守れかをOで 囲む) 舗 目 兄1丁区 分

寄附 交付金

一腰盤襯
一テ攣 開鱗 業費

・ その他の経費

機関紙誌の発行事業費 宣伝勾礫 費`
その他の事業費 調査研究費 組織対蒙貧

支 出 の 口 的 金

凸

額 年 月 口
支川を受けた者の氏名(団

体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体1こあ
っては、主たる事務所の所在地)

備 考

-

会議望イ蜘 料
卜雌 百`万

z

ド

/ 6 o げユ7'6マz 墨 、」工継 鋤01 守怖u県 驚不甦 町3つ ゴ7

02
■ ・

7

03
亀

● ■

一

〇4
● 噸

7

05
■,

「

06
●,

一

07
■ ●

一6

8

凸

■ ・
嘱

09
■ ●

10
■ ●

11 一,

7

■ 暉

12
■ ●

このページの小計 沼/ 6 〃 o
注1囎 別区分は、いず痂 ・をo梱 んでく燃 い・

1器酔 謙難 騨 糠 幽 酬柔鶏欝騰
4塗男欄 粥]:{こ耀 麗 俘糠 臨 筋 融 礁 藤 一ジ`こ
のみ記入 してください

その他の支出 4 ∫ 3 6

合 計 え 台 ! 3 6一一 一 一.一



資 産 等 の 状 況
(そ の17)

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項1ヨ 別 区 分 有 無 備 考 *

01 ア 土 地 口 呼

02 イ 建 物
噂

口 呼

03 ウ 建 物 の 所 有 を 目的 とす る地 上 権 又 は 土 地 の賃 借 権 口 邸

04 工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 呼

05 オ諄塞騨 轡 構 講i隔 錨 繍 凌1晋導 口 酵

06 力 金 銭 信 託 口 『

07 キ 有 価 証 券 口 口

08 ク 出資による権利 口 『

09 ケ 貸 付 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 匠

10 コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 匠

11 サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関す る権利 口 評

12 シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 『

注1各 項 目の資産 の有 無 につ いて、 「口」内 をチ ェ ック して くだ さい、

2「 有」をチ ェ ック した場合 は、(そ の18)の 該 当す る項 目別 区分 に記載 して ください.,



古
旦 誓 書

(そ の20)

添 付 書 類(別 添の とお り)

① 領収書等の写し

② 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違 あ りません。

平成28年5月17日

政治団体の名称 義 志 の 会

会計責任者の氏名

く解散の場合のみ〉

代 表 者 の 氏 名

イカ 々ネ、 由

〔

(氏名を記入 し押印するか、又は会計責任者本人が署名 してください。

㊥〕
(氏名を記入 し押印するか、又は代表者本人が署名 してください。)



政治資金監査報告書

平成28年5月16日

義志の会

代表 山本 善一 殿

登録政治資金監査人

登 録 番 号

研 修 終 了年 月 日

福 磯 一即㊥
第578号

平成21年4月21日

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う)第19条 の13第1項 の規定に基

づき、義志の会の平成27年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のす

べての期間を対象乏して、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、

明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込

明細書に係る支出目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写しを含む。以

下同じ。)について、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金

適正化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監

査マニュアル」 とい う。)に 基づき行った.

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任

者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に

係る支出目的書にっいて、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行っ

た結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査は、義志の会の主たる事務所において行った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、

領収書等、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が保存されていた。

なお、領収書等を徴 し難かった支出の明細書を必要とする支出はなく、領収書

等を徴し難かった支出の明細書は存在しなかった。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該

国会議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かっ、当該



国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項について、法第12条 第1項 に

規定す る収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細書及び振込明細

書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、振込明細書に係る支

出目的書は、会計帳簿に基づいて記載されていた。また、領収書等を徴 し難かっ

た支出の明細書は存在 しなかった。

3業 務制限

義志の会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す る事実はない。

また、義志の会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間にお

いても、同様である。

以 上


